































































































































































































































































































































番号 遺跡名 所在地 遺跡種別 出土遺構 遺構性格 時　　期
法量（㎝）[  ] は復元値
文　　　献
器高 口径 胴部径 底径
1 佐田峠墳墓群Ａ地区 広島県庄原市宮内町 墳墓 ２号墓ＳＴ06上 埋葬主体部 後期前葉 30.7 [6.8] 16.4 8.2 野島・辻村・藤井ほか 2013
2 塩町遺跡 広島県三次市大田幸町 集落 不明 不明 中期～後期 19.0 松崎 1955
3 下町屋トンネル付近 広島県広島市安佐北区 － 表採 － 中期中葉～後葉 16.1 7.2 桾木・平岡 2011
4 弘住遺跡 広島県広島市安佐北区 墓 配石遺構 祭祀・埋葬 中期中葉 藤井ほか 1983
5 浄福寺２号遺跡 広島県東広島市高屋町 集落・墓 ＳＳ８ 貯蔵穴 後期中葉 佐々木ほか 1992
6 高屋東２号遺跡 広島県東広島市高屋町 墓 土坑墓32 埋葬 中期中葉～後葉 [12.3] 8.4 8.4 植田ほか 2008
7 西本遺跡群Ａ地点 広島県東広島市高屋町 集落・墓 周溝墓状遺構 埋葬 中期中葉 23.0 3.8 17.4 8.6 金井・中田・三好 1976
8 西本遺跡群Ｂ地点 広島県東広島市高屋町 集落・墓 壺蓋土壙墓 埋葬 後期中葉 4.5 18.0 8.6 金井・中田・三好 1976
9 横見墳墓群７号墳墓 岡山県新見市上市 古墳・墓 土壙7-6 墳丘下埋葬 後期前葉 [35.0] [8.0] 18.9 [10.0] 下澤・友成 1977
10 西江遺跡安信丘陵部 岡山県新見市哲西町 集落 ３号住居址 住居 中期中葉～後葉 25.0 6.2 16.8 11.2 田仲ほか 1977
11 西江遺跡安信丘陵部 岡山県新見市哲西町 集落 包含層 － 後期前葉～中葉 田仲ほか 1977
12 西江遺跡安信丘陵部 岡山県新見市哲西町 集落 包含層 － 中期後葉 [22.2] 田仲ほか 1977
13 谷尻遺跡 岡山県真庭市上水田 集落・墓 No30土壙 埋葬？ 後期前葉～中葉 15.8 7.9 井上 1976
14 井手村後遺跡 岡山県総社市井手 集落 土壙 廃棄穴？ 後期前葉 7.8 16.2 8.2 平井 1996
15 窪木遺跡 岡山県総社市窪木 集落 河道６ 自然流路 中期後葉～後期前葉 32.4 7.4 16.4 8.6 平井ほか 1997
16 塩田遺跡 岡山県総社市下倉 集落 土壙１ 不明 中期中葉～後葉 27.6 6.6 17.4 11.6 谷山・高田 1987
17 南溝手遺跡 岡山県総社市南溝手 集落 竪穴住居26 住居 中期後葉 15.8 10.0 平井ほか 1996
18 三須畠田遺跡 岡山県総社市三須 集落 土器溜まり 不明 中期後葉～後期前葉 21.0 6.2 15.2 8.6 武田 2003




集落 包含層 － 後期前葉 [27.7] 水田ほか 2009
21 上東遺跡 岡山県倉敷市上東 集落 溝16 区画溝 中期後葉 34.4 7.6 17.8 10.6 小林ほか 2001
22 上東遺跡 岡山県倉敷市上東 集落 包含層 － 中期中葉～後葉 7.8 17.8 池畑・伊藤・柳瀬ほか 1974
23 城遺跡第３地点 岡山県倉敷市児島 集落 東半部北側斜面 － 中期後葉 15.4 伊藤・山磨ほか 1977
24 矢部大𡉕遺跡 岡山県倉敷市矢部 集落 溝－１ 自然流路 中期後葉 8.0 17.1 高畑ほか 1993
25 南方遺跡 岡山県岡山市北区 墓 不明 不明 中期中葉 22.2 5.4 18.3 7.5 出宮・伊藤 1971
26 加茂政所遺跡 岡山県岡山市北区加茂 集落 袋状土壙31 貯蔵穴 後期前葉 7.5 14.8 松本・柴田ほか 1999
27 加茂政所遺跡 岡山県岡山市北区加茂 集落 袋状土壙37 貯蔵穴 後期前葉 7.1 16.0 松本・柴田ほか 1999
28 加茂政所遺跡 岡山県岡山市北区加茂 集落 遺構外 － 後期前葉 16.4 松本・柴田ほか 1999
29 川入遺跡 岡山県岡山市北区川入 集落 住居址６ 住居 中期中葉～後葉 16.8 8.2 柳瀬ほか 1977
30 中撫川遺跡 岡山県岡山市北区中撫川 集落 溝２ 水路 中期中葉～後葉 20.0 9.6 井上ほか 2004
31 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 袋状土壙－74 貯蔵穴 後期前葉 17.6 10.2 福田・光永・島崎ほか 1995
32 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 袋状土壙－107 貯蔵穴 後期前葉 16.0 9.3 福田・光永・島崎ほか 1995
33 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 土壙－78 不明 後期前葉 7.0 14.9 福田・光永・島崎ほか 1995
34 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 土壙－87 不明 中期後葉 21.6 7.9 16.0 9.2 澤山・島崎・山磨ほか 1996
35 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 溝－３ 取水路 中期後葉～後期前葉 7.1 14.3 澤山・島崎・山磨ほか 1996
36 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 溝－３ 取水路 中期後葉～後期前葉 7.7 16.3 澤山・島崎・山磨ほか 1996
37 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 溝－３ 取水路 中期後葉～後期前葉 8.2 16.6 澤山・島崎・山磨ほか 1996
38 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 溝－３ 取水路 中期後葉～後期前葉 16.4 澤山・島崎・山磨ほか 1996
39 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 土壙－199 貯蔵穴 後期中葉 6.5 高畑・正岡 1997
40 津寺遺跡 岡山県岡山市北区津寺 集落 土壙－218 貯蔵穴 後期前葉 26.4 7.7 17.4 11.4 高畑・正岡 1997
41 田益田中遺跡 岡山県岡山市北区田益 集落 包含層？ － 中期？ 16.2 9.6 伊藤・岡田・二宮 1998
42 田益田中遺跡 岡山県岡山市北区田益 集落 包含層？ － 中期？ 20.4 伊藤・岡田・二宮 1998
43 鹿田遺跡 岡山県岡山市北区鹿田町 集落 井戸－１ 取水孔 中期後葉 24.7 7.3 15.6 10.5 栄・山本ほか 1988
44 鹿田遺跡 岡山県岡山市北区鹿田町 集落 井戸－１ 取水孔 中期後葉 [18.2] 栄・山本ほか 1988
45 鹿田遺跡 岡山県岡山市北区鹿田町 集落 土壙－117 廃棄穴 中期後葉 14.2 栄・山本ほか 1988
46 鹿田遺跡 岡山県岡山市北区鹿田町 集落 土壙－254 不明 中期後葉 28.9 9.8 21.4 10.5 栄・山本ほか 1988
47 赤田東遺跡 岡山県岡山市中区赤田 集落 溝16 水田関連 中期中葉～後葉 7.4 15.4 草原・西田 2005
48 百間川兼基遺跡 岡山県岡山市中区兼基 集落 竪穴住居４ 住居 中期後葉 15.4 和田・物部・浅倉ほか 2007
49 百間川兼基遺跡 岡山県岡山市中区兼基 集落 竪穴住居11 住居 中期後葉 [7.1] 15.0 和田・物部・浅倉ほか 2007
50 百間川兼基遺跡 岡山県岡山市中区兼基 集落 竪穴住居11 住居 中期後葉 19.5 [6.8] 10.0 和田・物部・浅倉ほか 2007
51 百間川兼基遺跡 岡山県岡山市中区兼基 集落 溝５ 取水路 中期後葉 6.1 14.9 和田・物部・浅倉ほか 2007
52 百間川原尾島遺跡 岡山県岡山市中区原尾島 集落 島状高まり遺構－１ａ 水田関連 後期前葉 11.3 渡辺・岡田ほか 1984
53 雄町遺跡 岡山県岡山市中区雄町 集落 不明 不明 中期後葉～後期前葉 14.4 正岡ほか 1972
54 四辻土壙墓遺跡 岡山県赤磐市河本 墓 土壙30 埋葬 中期中葉～後葉 12.3 6.6 神原 1973
55 用木山遺跡 岡山県赤磐市河本 集落 第４住居支群土器溜り 廃棄場 中期後葉 20.0 9.3 17.4 9.1 神原 1977
56 才地遺跡 岡山県和気郡和気町小坂 集落・墓 竪穴住居35c 住居 中期後葉 28.8 8.6 18.4 8.8 下澤ほか 2004
57 才地遺跡 岡山県和気郡和気町小坂 集落・墓 竪穴住居36b 住居 中期後葉 16.0 下澤ほか 2004
58 才地遺跡 岡山県和気郡和気町小坂 集落・墓 竪穴住居39 住居 中期前葉～中葉 14.8 下澤ほか 2004
59 才地遺跡 岡山県和気郡和気町小坂 集落・墓 土壙36 不明 中期後葉 20.7 7.8 14.8 10.0 下澤ほか 2004
60 釜田遺跡 岡山県津山市戸脇 集落 土坑38 貯蔵穴？ 後期前葉～中葉 21.6 8.6 16.2 8.7 村上 1979
61 曾根田遺跡 岡山県津山市戸脇 集落 溝１ 環濠？ 中期後葉 15.1 9.8 仁木 2005
62 中町Ｂ遺跡 岡山県美作市今岡 集落 竪穴住居１ 住居 後期前葉 14.5 9.2 岡本・石田 2008
63 波来浜遺跡Ａ調査区 島根県江津市後地町 墳墓 ２号墳第１主体横 埋葬 後期 15.8 6.6 14.2 6.9 宇野・門脇 1973
64 波来浜遺跡 島根県江津市後地町 墳墓 不明 不明 後期 18.2 5.6 宇野・門脇 1973
65 坂灘遺跡 島根県大田市仁摩町 集落・墓 不明 不明 中期後葉 24.6 6.5 18.3 9.6 藤田・児島・三宅ほか 1987
66 専光寺脇遺跡 島根県益田市久城町 墳墓 ２号墓第１主体 埋葬 中期中葉～後葉 15.4 東山ほか 2008
67 青木遺跡 島根県出雲市東林木町 集落・墓 包含層 － 中期後葉 [19.2] [10.8] 今岡・松尾ほか 2006
68 タテチョウ遺跡 島根県松江市西川津町 集落 河道４ 自然流路 中期 6.2 瀬古ほか 1992
69 青木遺跡Ｆ地区 鳥取県米子市永江 集落 竪穴住居25 住居 後期前葉 13.7 船越・諸田・富長ほか 1976
70 丸山遺跡 鳥取県東伯郡三朝町本泉 集落 袋状土壙15 貯蔵穴 中期後葉 22.0 7.2 18.0 7.5 小島・山元ほか 1984
71 丸山遺跡 鳥取県東伯郡三朝町本泉 集落 袋状土壙32 貯蔵穴 中期中葉～後葉 7.2 18.8 小島・山元ほか 1984
72 青谷上寺地遺跡 鳥取県鳥取市青谷町青谷 集落 溝状遺構（ＳＤ27） 河道 中期中葉～後葉 7.8 16.2 北浦・鬼頭・森本・野口 2000





A Study about a Jar with Long Neck and Attached Foot 
of the Yayoi Period in the Chūgoku Region.
Susumu MURATA
　At the Satadao burial mound No.2, a jar with long neck and attached foot (kyakutsuki -chōkeiko) 
with an unusual shape for this region was unearthed.  I took the opportunity and put together pottery 
of this kind ranging from the middle third of the Middle Yayoi to the middle third of the Late Yayoi 
period in the Chūgoku region for a comparative study.
　As a result of this compilation, most jars are distributed in the southern part of the Okayama 
Prefecture, especially in the lower reaches of the Asahikawa River and the Takahashigawa River.  In 
most cases, the jars with long neck are utilized in settlements in these areas.  Concerning this fact, one 
can assume that in the region of Okayama Prefecture this kind of vessels were for daily use.
　On the other hand, only a small quantity of jars was discovered in other regions.  Even among them, 
one should take notice that most jars were utilized at graves in Hiroshima and Shimane Prefecture. 
One can assume that these jars were made to furnish graves in these areas.
　In Okayama Prefecture, the features of the jars clearly changed from the Middle Yayoi period to the 
Late Yayoi period.  More specific, the foot part was shortened, the bending of the body was 
emphasized among others.  In terms of the features and the usage of the jars, Hiroshima Prefecture 
and the east part of Shimane Prefecture are alike.  In addition, one can assume mutual influences 
between both regions according to examples from the Narahama, the Shiomachi and the Nishimoto 
site.
